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“アートの森で耳を澄ます” 
スーザン・フィリップスのサウンド・インスタレーションを 
国内の美術館として初収蔵、森の遊歩道で公開 

 
ポーラ美術館（神奈川県・箱根町）はこの度、国際的に活躍するアーティスト、スーザン・

フィリップス（Susan Philipsz）のサウンド・インスタレーション《Wind Wood》を新た

にコレクションに加えました。この作品は 2019 年に開催された企画展「シンコペーショ

ン︓世紀の巨匠たちと現代アート」に際して、美術館屋外の「森の遊歩道」で展開されたも

のです。富⼠箱根伊⾖国⽴公園の凛とした空気に包まれた鑑賞空間の中で、作家自身が箱根

に滞在して制作した幻想的な音色をふたたびお楽しみいただけます。 

なお、スーザン・フィリップスの作品の収蔵は、国内の美術館では当館が初となります。 

スーザン・フィリップス（Susan Philipsz）《Wind Wood》2019 年 ポーラ美術館蔵 撮影︓⽊奥恵三 

 

●作品の展示期間 

 2020年 7 月 23 日(木/祝)〜11 月 30 日（月） 

 

●新収蔵作品について 

スーザン・フィリップス（Susan Philipsz）《Wind Wood》2019 年 

スーザン・フィリップスは、室内や屋外に音を響かせることでその空間や環境を新たに体験

させる、サウンド・インスタレーション作品で特に知られるアーティストです。彼⼥の作品

は美術館やギャラリーなどの室内、あるいは、⽇常的な騒⾳が混在するバス停や線路などの

野外にも設置され、周囲の環境と鑑賞者を取り込みながら展開されます。 

   



 

フィリップスの作り上げる作品は、場所の記憶や歴史を読み解き、空間や建築物との対話を

経て、深く豊かな音色として紡がれます。 

 

本作品の制作に先⽴ってフィリップスは箱根に滞在し、当館を取り囲む自然の美しさ、そし

てコレクションの中核をなす印象派の画家たちの作品から着想を得ました。 

完成した作品《Wind Wood》は、小説家ジェイムズ・ジョイスの娘で、1920年代のパリで

ダンサーとして活動したルチア・ジョイスに捧げられています。フィリップスは、ルチアが

好み、また印象派とも称される作曲家モーリス・ラヴェルの歌曲「魔法の笛」を題材とする

ことで、印象派絵画との共鳴を生み出しました。 

ポーラ美術館 森の遊歩道 

 

フルートの音色が、印象派による「筆触分割*」のように音階ごとに解体され、それぞれの

音が別々に設置された 11 個のスピーカーから響き合います。素足で風のように踊り、木々

の間を駆け抜けたルチアの跳躍と重なりながら、美しくメランコリックな⾳⾊が⽴体的に⽴

ち上がり、この森を豊かに彩ってゆきます。 

*⾊が濁らないよう、絵の具をできるだけ混ぜずに異なる⾊を⼩さなタッチで並べること。⾃然の光を忠実に表現する 

ために編み出された。 

 

●スーザン・フィリップス（Susan Philipsz）プロフィール 

1965年イギリス、グラスゴー生まれ。ベルリン在住。ダンカン・オブ・ジョーダンストン・

カレッジ・オブ・アート＆デザイン、およびアルスター⼤学にて彫刻を学ぶ。以降、楽器や

環境音、自身の歌声などを用いて、空間と物語、音に関する作品を制作。 

土地の記憶や歴史といった複雑なコンテクストを、独自の視点で構築的なサウンド・インス

タレーションへと転換した作品は、その空間を息づかせ、鑑賞者の感情や記憶を豊かに喚起

する。 

2010年ターナー賞受賞。世界各国で個展を開催し、⽇本国内では「PARASOPHIA: 京都国

際現代芸術祭 2015」「札幌国際芸術祭 2014」などに参加。各国の主要美術館等にパブリッ

 



 

ク・コレクション多数。 

◯ポーラ美術館 森の遊歩道 

2013年 7 月にグランドオープンした遊歩道では、ブナ・ヒメシャラが群生する富士箱根伊

⾖国⽴公園内の⾃然をお楽しみ頂けます。四季を通じて訪れる野⿃たちのさえずりや、時折

姿を⾒せる⼩動物を愛でながら、⾃然の中で⼼休まるひとときをお楽しみください。 

2020年 7 月 23 日より新しい散策ルートが開通します。 

【開放時間】4月-11 月 9:00〜16:30／12 月-3 月 9:00〜16:00 

 ※天候により、閉鎖する場合がございます。 

 

■散策の楽しみかた 

四季折々のさまざまな動植物や彫刻作品に出合いながら、森林浴を楽しんでいただけます。

遊歩道の全⻑は約 1km、散策所要時間は 40 分です。 

 

■ポーラ美術館について 

2002 年に「箱根の自然と美術の共生」をコンセプト

に神奈川県箱根町に開館。印象派から 20 世紀にかけ

ての⻄洋絵画を中⼼としたコレクションを核とする展

覧会を開催する一方で、同時代の表現も積極的に紹介

するなど、さまざまな取り組みを⾏っている。富士箱

根伊⾖国⽴公園という⽴地を⽣かした遊歩道では四季

折々の豊かな自然を楽しめる。 

 

・開館時間︓9:00-17:00（入館は 16:30 まで） 

・休館日︓無休（展示替えのための臨時休館あり） 

・所在地︓神奈川県⾜柄下郡箱根町仙石原小塚山 1285 

・TEL︓0460-84-2111 

 

＜報道関係者お問合わせ先＞ 

ポーラ美術館 広報担当  : 田中      TEL:0460-84-2111/ FAX:0460-84-3108 
ポーラ美術館広報事務局 : 屋木・名取  TEL:03-4570-3172/ FAX:03-4580-9128 

MAIL:polamuseum.pr@prap.co.jp 


